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（２）魚介類 

 

長期モニタリング計画モニタリング項目 海域管理計画 指標種 

 

 海域の生物相、及び、生息状況（浅海域定期調査）（No.3） 

 

 

生物相 

 

 浅海域における貝類定量調査（No.4） 

 

 

生物相 

 

 

 

 

 

 

 「北海道水産現勢」からの漁獲量変動の把握（No.②） 

 

 

スルメイカ 

 

 

サケ類 

 

 

スケトウダラ 

 

 

その他魚類 

 

 

 スケトウダラの資源状態の把握と評価（TAC設定に係る調査）（No.③） 

 

 

スケトウダラ 

 

 

 スケトウダラ産卵量調査（No.④） 

 

 

スケトウダラ 

 

1. 保護管理の考え方 

知床周辺海域の浅海域と沿岸域のモニタリングや各種調査、情報収集に努め、地域の漁業者・漁業団

体による自主的な取組を踏まえながら漁業法や水産資源保護法等の関係法令に基づいて、イカ類・魚

類の適切な資源管理と持続的な利用を推進する。 

 

2. 分類評価 

海浜域における植物、無脊椎動物、貝類および魚類を対象とした生物相調査は数年に 1 回の頻度で

実施されており、大局的には遺産登録時と比べて顕著な変化は認められていない。ただし、甲殻類では

外来種の定着が確認されたため、今後の動態には注意を払う必要がある。また、最南端の海氷域として

の指標種の選定や調査地点や方法の詳細な記録を残すなどして経年比較をし易い記録を残すことが望

ましい。 

サケ・カラフトマスに関しては、河川工作物に改良の効果が示唆される河川もみられるが、最近年で

は海洋の高水温の影響が来遊状況に大きく影響しているとみられる。両者の影響を分別する工夫が必

要であると同時に、カラフトマスに関しては奇数年だけでなく毎年のモニタリング実施が望ましい。 

スケトウダラは、平成 28 年（2016 年）以降の来遊資源量は低位で推移してきたが、2021 年以降回

復の兆しがみられており、漁期や漁場の変化と環境モニタリングの結果と合わせて今後も注視してい

く必要がある。根室海峡全体におけるスケトウダラ資源の保全のためには、ロシアとの学術的観点か
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らの交流を含め、北海道本島側と国後島側双方における漁獲量などの漁業情報や資源状況など、日露

両国における情報の共有化を図っていくことが必要である。 

スルメイカは、平成 28～30 年（2016 年～2018 年）は、東シナ海の局所的寒冷化の影響を受けて産

卵場の縮小に伴う資源量の減少が生じ、羅臼での漁獲量は数百トンレベルまで激減し、その後 2019年

および 2021 年に、2千 670 トンおよび 1093トンと若干回復の兆しがみられたが、翌 2022年は 309 ト

ン、2023 年の暫定漁獲量は 155 トンと低迷が続いている。知床海域への来遊量と漁獲量が変動してい

ることから、漁海況予測情報を漁業関係者に迅速に提供し、それらの情報に基づく「順応的かつ持続型

沿岸漁業」の展開が不可欠である。 

 ブリは 2023年に斜里、羅臼両海域でそれぞれ遺産指定以来最大の漁獲を上げた。2025年以降 TAC

対象種として採捕量管理が計画されていることから、更なる付加価値向上などの取り組みが求められ

る。 
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ア 海域の生物相、及び、生息状況 (浅海域定期調査） 

モニタリング項目 海域の生物相、及び、生息状況 (浅海域定期調査）（No.3） 

モニタリング実施主体 環境省 

対応する評価項目 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

Ｄ 遺産地域における気候変動の兆候はみられるか 

モニタリング手法 知床半島沿岸の浅海域における、魚類、海藻、無脊椎動物のインベントリ調査。 

評 価 指 標 生物相、生息密度、分布 

評 価 基 準 おおよそ登録時（orベースデータのある時点）の生息状況・多様性が維持され

ていること。 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善  ■現状維持  □悪化  

[評価対象期間]平成 18 年 7 月～令和元年 6 月 

極沿岸域（海岸域）における植物、無脊椎動物、魚類のいずれの分類群にお

いても、出現種およびその季節変化に大局的には遺産登録時と比べて顕著な変

化はない。したがって、評価項目（I）、（II）、（III）は維持されていると考え

られる。 ただし、微細な変化はそれぞれの分類群で認められており、とくに

甲殻類では外来種の定着が確認されたため、今後の動態には注意を払う必要が

ある。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

本調査は、10年に一度の頻度のモニタリングで妥当である。ただし、調査実

施の際には、季節変化を考慮しない評価は困難であるため、春、夏、秋の３季

を含める必要がある。 

また、出現種を記録するだけではなく、代表種の選定や調査手法を統一する

などして定量的な記録を残すことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

【魚類】 

●令和元年（2019年）調査 

・ 6目 17科 50種の魚類の生息を確認した。これは平成 18年～21年（2006年～2009年）の調査で確認

した種数の約 52％である。少数個体のみが確認された種については、知床半島浅海域を特徴付ける寒

冷性の強い魚類が中心であることから今後の動向について留意する必要がある。  

 

○調査期間：令和元年（2019 年）6月 2日～9日（8日間） 

○調査場所：チャシコツ崎、斜里前浜、相浜、知床岬先端部、文吉湾から獅子岩及びサシルイ岬 

○調査対象：潮間帯および潮下帯に棲息する魚類の各種 40個体 

 

 

 

 

図 1 令和元年（2019年）の知床半島浅海域における魚類生息調査の調査点（赤丸） 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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表 1 令和元年（2019年）に知床半島浅海域で採集された魚種および個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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【海藻】 

●令和元年（2019年）調査 

・ 平成 29年（2017年）及び本調査で確認された海藻類は緑藻 9種、褐藻 34種 2変種、紅藻 46種の計

89種であった。この種数は平成 18年～21年（2006年～2009年）の調査で確認した種数の約 82％で

ある。前回の調査では確認されなかったシリオミドロ、モツキヒトエ、ワタモ、ウシケノリが確認さ

れた。                 

 

○調査期間：令和元年（2019 年）6月 2日～9日（8日間） 

○調査場所：チャシコツ崎、斜里前浜、相浜、知床岬先端部、文吉湾から獅子岩及びサシルイ岬 

 

 

 

 

図 2 令和元年（2019年）の知床半島浅海域における海藻生育調査の調査点 ⚫ 

出典：環境省「平成 31年度知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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【無脊椎動物】 

●令和元年（2019年）調査 

令和元年（2019 年）に実施した春季調査で確認された種は 7 動物門 182 種であった。その内訳は刺胞

動物 3種、有櫛動物 1種、軟体動物 82種、環形動物 24種、節足動物甲殻類 56種、棘皮動物 14種、脊索

動物 2種である。このうち、令和元年（2019年）度調査で初めて確認された種は 39 種で、刺胞動物 1種、

有櫛動物 1 種、軟体動物 13 種、環形動物 7 種、節足動物甲殻類 12 種、棘皮動物 3 種、脊索動物 2 種で

あった。それらのうち日本初記録種として、軟体動物新生腹足目ハナヅトガイ科のマダラベッコウタマガ

イ Onchidiopsis (Bulloonchidiopsis) maculata、棘皮動物ヒメヒトデ目ヒメヒトデ科の Henricia 

alexeyiの 2種が確認された。 

                

○調査期間：令和元年（2019 年）6月 2日～9日（8日間） 

○調査場所：チャシコツ崎、斜里前浜、相浜、知床岬先端部、文吉湾から獅子岩及びサシルイ岬 

 

図 3 令和元年（2019年）の知床半島浅海域における無脊椎動物相調査の調査点  ◼  

 

表 2 知床半島浅海域における無脊椎動物の確認種 

出典：環境省「平成 31年度知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 

 



28 

 

イ 浅海域における貝類定量調査 

モニタリング項目 浅海域における貝類定量調査（No.4） 

モニタリング実施主体 環境省 

対応する評価項目 

 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

Ｄ 遺産地域における気候変動の兆候はみられるか 

モニタリング手法 知床半島沿岸に設定された調査定点において、50cm×50cm のコドラートを設

定し、その内部に出現した貝類の個体数を種ごとに記録。 

評 価 指 標 生息密度、種組成 

評 価 基 準 おおよそ登録時（orベースデータのある時点）の生息状況・多様性が維持され

ていること。 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善  ■現状維持  □悪化  

[評価対象期間]平成 18 年 7 月～令和元年 6 月 

貝類の種組成およぶ生物量の海岸間変異、および季節間変異は遺産登録時と

比べて顕著な変化は認められず、安定した群集が維持されていると結論付けら

れる。したがって、陸域と海域をつなぐ岩礁潮間帯の貝類を通して、知床を特

徴づける特異な生態系の生産性（I）および海洋生態系と陸上生態系の相互関

係（II）は維持されていると言える。 

今 後 の 方 針 

 

 

 

本調査（４海岸×３季）は 5年に一度の頻度の実施で妥当である。ただし、

気温・水温や流氷量等の漸次的な変化が海岸域に及ぼす影響を推察する上で、

知床の潮間帯の貝類を含む生物相の変化を記録する意義は大きい。したがっ

て、調査規模を縮小したうえで、毎年実施することが望ましい。また、研究者

に依存しないモニタリング方法の構築も検討の余地がある。 
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＜調査・モニタリングの手法＞ 

●令和元年（2019年）調査 

○調査期間：令和元年（2019 年）6月 3日から 8 日 

○調査場所：チャシコツ崎、文吉湾、知床岬先端、相泊、サシルイ岬 

○調査手法 

・ 各調査定点付近にコドラート（50×50cm の方形枠）を置き、その内部に出現した貝類の個体数

を種ごとに計数 

・ 実施した調査結果をもとに、過去の結果と比較 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

・ 相泊調査地を除き、最も頻出していた種はクロタマキビであり、相泊では最も出現していたのはノミ

ハマグリである。 

・ 種数（分類グループを含む）は場所間で大きく変化しないものの、ウトロ側から半島の先端部にかけ

ての群集と、羅臼側の群集に大別される。 

・ 種組成に大きな季節変化はないが、一部の種の個体数は季節的に大きく増減し、羅臼側では相対的に

その影響が顕著に認められる。 

・ 第１期から約 10 年間で、このモニタリング地点の貝類の種組成には劇的な変化はなく、安定した群

集が維持されていると考えられる。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 各調査地のコドラート内に出現した貝類 

出典：環境省「令和元年度（2019 年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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○現存量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 令和元年（2019年）調査における主な出現種（グループ）の現存量 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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○過去の調査との比較 

表 2 令和元年（2019年）調査における多様度指数の季節間比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 過去の調査における貝類現存量との比較（チャシコツ崎・文吉湾・知床岬） 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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図 3 過去の調査における貝類現存量との比較（相泊・サシルイ） 
 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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図 4 各調査地における過去の調査との相対優占度曲線の比較 

 

出典：環境省「令和元年度（2019年度）知床半島における浅海域生物相等調査業務（春期）報告書」 
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ウ 「北海道水産現勢」からの漁獲量変動の把握 

モニタリング項目 「北海道水産現勢」からの漁獲量変動の把握（No. ②） 

モニタリング実施主体 北海道 

対応する評価項目 

 

 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

Ｅ 知床の世界自然遺産としての価値に対する気候変動の影響もしくは影響

の予兆はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用  

による安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法  

評 価 指 標 漁獲量を調査 

評 価 基 準 基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎的な情報

を収集するためのモニタリング） 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善   □現状維持 □悪化 

[評価対象期間]平成 12 年（2000 年）8 月～令和 6 年（2024 年）12 月 

 

【サケ類】 

○サケ：資源評価は過去 23年間（2002-2024年）の沿岸漁獲量の平均値を参考

に、資源水準を高位（>+10%）、中位（±10%）、低位（<-10%）として評価した。

羅臼町では 2009年まで高位水準で推移した後、2010年以降は低位水準、斜里

町では 2013年まで中位～高位水準で推移した後、2014 年以降、低位水準とな

っている。2022年には羅臼町、斜里町共に 2018年の水準まで回復したものの、

2023年には羅臼町では前年の 76.1％、斜里町では前年の 114.5％に留まった。

一方、2024年には羅臼町で 4,241トン（前年対比 152.1％）、斜里町で 14,401

トン（前年対比 107％）と特に羅臼で前年を大きく上回った。ただし、最近 10

ヶ年(2015-2024年)の平均漁獲量（羅臼町：3,821ｔ、斜里町：11,093ｔ）は、

半島両側で共に低位水準と判断され、特に羅臼町での減少度合が大きい（羅臼

町：-61.5%、斜里町：-40.8%）。 

 

[評価対象期間]平成 14 年（2002 年）6 月～令和 6 年（2024 年）12 月 

○カラフトマス：資源評価は過去 23年間（2002-2024年）の沿岸漁獲量の平均

値を参考に、資源水準を高位（>+10%）、中位（±10%）、低位（<-10%）として評

価した。カラフトマスは 2年の生活史を持つため、奇数年級群と偶数年級群に

わけて漁獲量をみると、奇数年級は 2009 年まで羅臼町、斜里町ともに高位水

準であったが、2017 年以降はともに低位水準となっている（2015 年の羅臼と

2011 年の斜里を除く）。特に 2023 年には両地区ともに漁獲量が激減している

が、その傾向は斜里町で顕著であった（2023/2021；17.3％）。一方、偶数年級

では 2002 年、2010 年、2016 年に高水準であったものの、2022 年以降両地区

とも漁獲量が激減し、数トンの漁獲量に留まった。最近 10ヶ年(2015-2024年)

の平均漁獲量（羅臼町： 220ｔ、斜里町：1,119ｔ）は、半島両側で共に低位

水準と判断され、特に斜里町での減少度合が大きい（羅臼側：-43.4%、斜里町：

-58.0%）。 



35 

 

 

○サケ、カラフトマスの漁獲量には減少傾向がみられ、特にカラフトマスでそ

の傾向が顕著であることから、引き続きモニタリングを継続し、河川工作物の

改良による効果や近年の海洋の高水温化の影響を検証していくことが重要で

ある。 

 

[評価対象期間]平成 24 年（2012 年）4 月～令和 6 年（2025 年）3 月 

【スケトウダラ】 

知床周辺海域に分布するスケトウダラは、根室海峡に面する羅臼町の刺し網

漁業と知床半島より北のオホーツク海南部海域で操業する沖合底曳き網漁業

によって、主に漁獲されている。 

根室海峡海域のスケトウダラは隣接する北方四島水域やロシア水域に跨っ

て分布すると考えられているが、分布・回遊状況は明らかになっていない点が

多い。根室海峡における漁獲物の主体は産卵回遊群であり、盛漁期はスケトウ

ダラの産卵期である 1月～3月である。根室海峡に面した羅臼町におけるスケ

トウダラの漁獲量は、平成元年（1989 年）漁期（4 月～翌年 3 月）の 11.1 万

トンを最高にその後年々減少し、平成 12年（2000年）漁期には 1万トンを下

回った。平成 24年（2012年）漁期までは 1万トン前後で推移したが、その後、

再び減少し、平成 30 年（2018 年）漁期には 5 千トンを下回った。令和 2 年

（2020年）漁期の漁獲量は 4,119トンとなり、昭和 60年（1985年）漁期以降

で最低となったが、令和 3年（2021年）漁期以降増加して令和 4年（2022年）

漁期に 11,320トンに達したが、令和 5年（2022年）漁期の漁獲量は 6,806ト

ンに減少した。来遊量は中水準と判断されるが、ロシア漁船による漁獲情報が

得られていないため資源の全体像は不明である。 

一方、オホーツク海南部海域のスケトウダラは、サハリン東岸のロシア水域

にまたがって分布し、根室海峡で産卵した群れとの混在も考えられているが、

分布・回遊状況は明らかになっていない点が多い。オホーツク海南部海域にお

ける漁獲物の主体は索餌回遊群であり、盛漁期は 5月～7月である。斜里町を

含むオホーツク振興局管内におけるスケトウダラの漁獲量は、昭和 61年（1986

年）漁期に急減し、平成 2年（1990年）漁期以降は増減を繰り返しながら 0.6

～4.5 万トンの範囲で推移した。令和元年（2019 年）漁期～令和 4 年（2022

年）漁期の漁獲量は 4.0万～4.5万トンを維持していたが、令和 5年（2023年）

には 3.4万トンに減少した。来遊量は高位と判断されるが、ロシア漁船による

漁獲情報が得られていないため資源の全体像は不明である。 

 

[評価対象期間]平成 11 年（1999 年）4 月～令和 6 年（2024 年）12 月 

【スルメイカ】 

知床周辺海域で漁獲されるスルメイカは、秋以降に太平洋を北上して北方 4

島周辺の海峡からオホーツク海に回遊する冬生まれ群が主体となっている。ま

た、夏には宗谷暖流に沿ってオホーツク海沿岸域から回遊する秋生まれ群が一

部漁獲されている。知床周辺海域への来遊量と漁獲量は、1 月～3 月に東シナ

海で生まれて太平洋を北上する冬生まれ群の再生産～加入過程の成否、道東以

北の沿岸親潮や暖水渦などの海洋環境に大きく影響を受けている。 

これまでの知床周辺海域のスルメイカの漁獲動向は、日本周辺海域の海水温

が高い温暖レジーム期に増加し、同海域でスケトウダラが卓越する寒冷レジー

ム期に減少することが判っている。特に、羅臼沿岸での漁獲が中心であるが、

平成 27年（2015年）までは東シナ海を産卵場とする冬生まれ群の資源水準が
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高く、漁獲量は 2千トンから 2011年の 2万 6千トンと漁獲が維持されてきた。

しかし、平成 28～30年（2016年～2018年）は、東シナ海の局所的寒冷化の影

響を受けて産卵場の縮小に伴う資源量の減少が生じ、羅臼での漁獲量は数百ト

ンレベルまで激減し、令和元年（2019年）の漁獲量は、一時的に増加して 2千

670 トンとなった。以後、漁獲量は再び減少し、令和 4年（2022年）には、309

トン、令和 5（2023年）には 155トンにとどまった。 

 

[評価対象期間] 平成 11 年（1999 年）4 月～令和 6 年（2024 年）12 月 

【ブリ】 

 知床周辺海域で最も顕著な漁獲増を示しているのは定置網で漁獲されるブ

リである。羅臼側は、平成 24年以降増加を示し、平成 26 年以降は 400トンか

ら、令和 5 年には 1400 トンまで急激に増加している。一方、斜里側でも平成

24 年以降は 100 トンから 500 トンの漁獲を示している。両地域での漁獲は主

にサケ定置網である。北海道全域でも平成 20 年代以降にブリの漁獲が急増し

ており、漁獲対象海域は、ほぼ全道を一周している。定置網での漁獲が始まっ

た当初は、漁獲後の取り扱いが悪く、鮮度評価が低かったが、活〆処理や低温

保蔵技術が進み、その市場が一気に全国レベルへと発展して行った。知床海域

まで回遊するブリは、積極的な摂餌で肥満度を高めており、市場価値が高く評

価されている。 

 我が国の現在のブリ資源は、依然高水準を維持しており、知床周辺海域の

漁獲資源として、今後も重要性が高い。 

今 後 の 方 針 【サケ類】 

・陸域-海域生態系の相互作用の評価およびサケ類の持続的資源管理のため

に、モニタリングの継続が必要である。 

・サケ、カラフトマスの資源減少と変動が大きくなっており、特にカラフトマ

スの資源量が激減していることから、現在奇数年だけ実施している遡上数モニ

タリングを毎年実施することが望ましい。 

 

【スケトウダラ】 

スケトウダラの来遊状況や、漁期、漁場の変化を把握していくため、漁業者

の協力を得ながら漁業のモニタリングを今後も継続していくとともに、知床周

辺海域への来遊量変動要因について検討していく必要がある。羅臼漁業協同組

合ではスケトウダラ漁場における海洋観測を過去 40 年にわたって実施してい

る。このモニタリングデータを活用した海洋環境の長期変動に関する研究が令

和 3 年（2021 年）～令和 5 年（2023 年）に環境省の公募型研究において進め

られ、スケトウダラ来遊量変動と環境変動の関係解明への貢献が期待される。 

また、根室海峡海域に来遊する産卵群やオホーツク海南部海域に分布する索餌

群など、回遊群間の関係はこれまで解明されていないため、隣接する北方四島

水域やロシア水域に跨って分布するスケトウダラ資源の全体像の把握を進め

ていく必要がある。水産研究教育機構では、道総研水産試験場と連携し、系群

構造の解明を目的として、各海域に分布するスケトウダラの遺伝情報の収集、

解析を水産庁の委託事業により進めており、将来的には資源評価単位の改善に

つながる可能性がある。 

 

【スルメイカ】 

知床周辺海域では、主に知床半島～羅臼海域において、漁業法に基づく北海

道知事の漁業権免許による定置網漁業や、同法及び水産資源保護法に基づいて
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制定されている北海道海面漁業調整規則により、北海道知事の許可制のもと

で、いか釣り漁業が行われている。国及び北海道では、毎年、試験研究機関に

よる資源調査及び資源評価等に基づいて、採捕量の上限（漁獲可能量（ＴＡＣ））

を設定し、採捕量を管理している。これら漁業関係法令に基づく規制と併せて、

北海道いか釣漁業協会が北海道沖合海域における操業に関する決定事項に基

づいた、休漁日、漁獲調整、止めいか漁獲調整が行われている。 

本種の来遊量の経年変化は、当海域を含む日本周辺海域の海洋環境変化に応答

するマイワシなどの浮魚類の魚種交替と連動しており、海洋環境変化に連動す

る漁獲量変化の継続的なモニタリングと、国と北海道が実施している資源動向

予測を注視して行く必要がある。また、太平洋を北上後の夏から秋の道東～北

方 4島周辺海域での漁獲動向から、その後の知床への来遊量と漁獲量の直近の

予測が可能である。特に、北方 4島（歯舞～色丹沖）でのロシアトロール操業

による令和元年の漁獲量は 1万 8千トンとの報告があり、この海域でのロシア

船による「先取り」の影響も検証する必要がある。以上のように、遠く離れた

東シナ海の産卵場と太平洋の北上ルートの海況環境変化と、北方 4島でのロシ

ア船による漁獲によって、知床海域への来遊量と漁獲量が大きく変動している

ことから、このような漁海況予測情報を漁業関係者に迅速に提供し、それらの

情報に基づく「順応的かつ持続型沿岸漁業」への協力が不可欠である。 

 

【ブリ】 

 令和 7 年（2025 年）4 月以降、国による採捕量の上限（漁獲可能量（ＴＡ

Ｃ））の設定と採捕量の管理が計画されている。近年の漁獲増の背景としては、

日本周辺海域の海水温の上昇に伴うブリの分布海域の北上が考えられる。ま

た、ブリ以外にも温暖化の指標となる暖水性魚類の分布北上もありうることか

ら、今後とも来遊する魚類資源全体の動向を注視する必要がある。 
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＜調査・モニタリングの結果＞ 

〔サケ類〕 

◇サケ類沿岸来遊数 

○サケ漁獲量の推移 平成 16年（2004年）～令和 6年（2024年） 

図 1 サケ漁獲量の推移 【斜里町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 14,694 10,514 11,087 7,860 5,641 5,039 11,762 13,454 14,406 

漁獲高（千円） 9,174,869 11,608,234 8,052,071 4,408,402 4,046,300 4,443,495 8,053,051 8,416,187 14,769,654 

平均魚価（千円/ｔ） 625 1,105 727 561 718 882 6845 626 1,026 

 

 

図 2 サケ漁獲量の推移 【羅臼町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 7,820 2,533 3,011 2,181 1,737 1,979 3,842 2,809 4,251 

漁獲高（千円） 5,432,136 2,929,563 2,348,079 1,361,271 1,454,348 1,879,530 2,986,875 2,065,163 4,723,604 

平均魚価（千円/ｔ） 695 1,157 780 625 838 950 778 736 1,112 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

※「サケ」は「シロザケ」の数値 

平均漁獲量 

17,671ｔ 

+10%値 

19,438ｔ 

-10%値 

15,904ｔ 

平均漁獲量 

7,793ｔ 

+10%値 

8,572ｔ 

-10%値 

7,014ｔ 
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図 3 サケ漁獲量の推移 【斜里町＋羅臼町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量(ｔ) 22,514 13,047 14,098 10,041 7,378 7,018 15,604 16,263 18,657 

漁獲高(千円) 14,607,005 14,537,797 10,400,150 5,769,673 5,500,648 6,323,025 11,039,926 10,481,350 19,493,258 

平均魚価(千円/ｔ) 649 1,115 738 575 746 901 708 645 1,045 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

※「サケ」は「シロザケ」の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均漁獲量 

25,464ｔ 

+10%値 

28,010ｔ 

-10%値 

22,918ｔ 
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〇カラフトマス漁獲量の推移 平成 16年（2004年）～令和 6年（2024年） 

 

図 4 カラフトマス漁獲量の推移 【斜里町】 

 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 4,359 924 2,507 323 1,532 104 83 28 9 

漁獲高（千円） 1,185,862 423,250 915,709 116,604 592,831 52,561 50,231 14,900 5,259 

平均魚価（千円/ｔ） 273 459 366 362 387 506 606 533 585 

 

 

図 5 カラフトマス漁獲量の推移 【羅臼町】 

 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 737 149 368 61 325 21 26 21 7 

漁獲高（千円） 213,645 73,630 135,727 22,641 129,990 9,684 15,216 10,174 2,663 

平均魚価（千円/ｔ） 290 495 369 372 400 462 586 485 381 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

 

黄：偶数年 

青：奇数年 

平均漁獲量 

2,180ｔ 

+10%値 

2,398ｔ 

-10%値 

1,962ｔ 

黄：偶数年 

青：奇数年 

平均漁獲量 

339ｔ 

+10%値 

373ｔ 

-10%値 

305ｔ 
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図 6 カラフトマス漁獲量の推移 【斜里町＋羅臼町】 

 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 5,096 1,073 2,875 384 1,857 125 109 49 16 

漁獲高（千円） 1,399,507 496,880 1,051,436 139,245 722,821 62,245 65,447 25,074 7,922 

平均魚価（千円/ｔ） 275 464 366 363 390 498 601 512 496 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄：偶数年 

青：奇数年 

平均漁獲量 

2,520ｔ 

+10%値 

2,772ｔ 

-10%値 

2,268ｔ 
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〔スケトウダラ〕 

○スケトウダラ漁獲量の推移 平成 16年度（2004年度）から令和 6年度（2024 年度） 

 

図 7 スケトウダラ漁獲量の推移 【斜里町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 45 34 16 53 180 1,053 12 120 19 11 708 

漁獲高（千円） 2,236 1,176 232 1,308 3,017 24,222 175 2,099 110 72 10,081 

平均魚価（千円/ｔ） 50 35 15 25 17 24 15 18 6 7 15 

 

図 8 スケトウダラ漁獲量の推移 【羅臼町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 5,946 8,923 5,159 5,498 4,319 4,235 4,119 6,884 7,963 6,361 6,016 

漁獲高（千円） 883,502 1,338,716 867,986 959,415 636,083 568,754 608,998 694,804 974,924 810,567 820,946 

平均魚価（千円/ｔ） 149 151 169 175 148 135 148 101 123 128 137 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

※北海道水産現勢公表値を、漁期年度（4月～翌 3月）で集計し直したもの 

 

 

平均漁獲量 

170ｔ 

+10%値 

187ｔ 

-10%値 

153ｔ 

平均漁獲量 

7,624ｔ 

+10%値 

8,386ｔ 

-10%値 

6,862ｔ 
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（参考） 

 図 9 スケトウダラ漁獲量の推移 【オホーツク管内】 

 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

漁獲量（ｔ） 20,724 29,331 19,554 13,007 25,266 40,109 

漁獲高（千円） 1,387,194 2,583,737 1,581,510 1,044,289 1,048,006 1,741,274 

平均魚価（千円/ｔ） 67 89 81 81 42 44 

 

 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 42,670 41,960 44,967 32,824 48,155 

漁獲高（千円） 1,362,085 1,561,611 2,445,604 1,633,710 2,046,461 

平均魚価（千円/ｔ） 32 38 55 50 43 

 

 

作図データ出典：北海道水産林務部調べ 

※北海道水産現勢公表値を、漁期年度（4月～翌 3月）で集計し直したもの 

 

平均漁獲量 

28,826ｔ 

+10%値 

31,709ｔ 

-10%値 

25,943ｔ 
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〔スルメイカ〕 

○スルメイカ漁獲量の推移 平成 16年（2004年）から令和 6年（2024年） 

 

図 10 スルメイカ漁獲量の推移 【斜里町】 

 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 2 0 0 2 1 0 0 0 0 0 

漁獲高（千円） 291 53 32 352 707 24 62 18 15 4 

平均魚価（千円/ｔ） 146 - - 176 707 - - - -  

 

 

図 11 スルメイカ漁獲量の推移 【羅臼町】 

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 6,720 430 108 169 2,670 224 1,093 309 155 85 

漁獲高（千円） 1,924,552 302,311 46,450 77,542 2,023,485 132,220 737,002 276,589 119,832 65,449 

平均魚価（千円/ｔ） 287 704 431 459 758 591 675 896 774 770 

 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 

平均漁獲量 

57ｔ 

+10%値 

63ｔ 

-10%値 
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平均漁獲量 

6,774ｔ 

+10%値 

7,451ｔ 

-10%値 

6,097ｔ 
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〔ブリ〕 

○ブリ漁獲量の推移 平成 16年（2004年）から令和 6年（2024年） 

 

図 12 ブリ漁獲量の推移 【斜里町】 

  

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 187 245 207 123 170 154 246 275 535 762 

漁獲高（千円） 33,951 37,420 52,322 47,342 44,387 47,771 29,807 62,849 169,509 215,376 

平均魚価（千円/ｔ） 182 153 253 385 262 311 122 229 317 283 

 

 

図 13 ブリ漁獲量の推移 【羅臼町】 

  

 

最近の漁獲量、漁獲高及び平均魚価 

 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

漁獲量（ｔ） 490 481 231 423 692 486 687 1,307 1,400 693 

漁獲高（千円） 129,699 129,026 109,261 318,898 340,015 294,537 406,429 587,298 592,579 316,343 

平均魚価（千円/ｔ） 265 269 473 754 492 607 592 450 424 457 

作図データ出典：北海道「北海道水産現勢」 

 

平均漁獲量 

182ｔ 

+10%値 

200ｔ 

-10%値 

164ｔ 

平均漁獲量 
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エ スケトウダラの資源状態の把握と評価（TAC設定に係る調査）／スケトウダラ産卵量調査 

モニタリング項目 スケトウダラの資源状態の把握と評価（TAC設定に係る調査）（No.③） 

スケトウダラ産卵量調査（No.④） 

モニタリング実施主体 No. ③ 水産庁 

No. ④ 羅臼漁業協同組合、釧路水産試験場 

対応する評価項目 

 

Ａ 特異な生態系の生産性が維持されているか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用  

による安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法  

評 価 指 標 No. ③ 資源水準・動向 

No. ④ 卵分布量 

評 価 基 準 No. ③ おおよそ登録時の資源状態を下回らないこと。 

No. ④ 基準なし（自然環境等の変動を把握し、様々な施策の検討の際の基礎

的な情報を収集するためのモニタリング） 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善 ■現状維持 □悪化 

[評価対象期間]平成 24 年（2012 年）4 月～令和 7 年（2025 年）3 月 

根室海峡に面した羅臼町におけるスケトウダラの漁獲量は、令和 2年（2020

年）漁期に昭和 60年（1985年）漁期以降で最低となったが、令和 3年（2021

年）漁期以降は増加に転じ、令和 5 年（2023 年）漁期の漁獲量は 6,361 トン

となった。来遊量は中水準と判断されるが、ロシア漁船による漁獲情報が得ら

れていないため資源の全体像は不明である。羅臼町沖でスケトウダラを対象と

する漁船の隻数は、減船が進められた結果、平成 13年（2001年）漁期以降、

低い水準が維持されており、漁獲強度は低く抑えられていると考えられる。 

一方、斜里町を含むオホーツク総合振興局管内におけるスケトウダラの漁獲

量は、令和元年（2019年）漁期～令和 5年（2023年）漁期には 3.4万～4.5万

トンを維持している。来遊量は高位と判断されるが、ロシア漁船による漁獲情

報が得られていないため資源の全体像は不明である。この海域で主にスケトウ

ダラを漁獲する沖合底曳き網漁業では、減船が進められた結果、操業回数が過

去最低水準にまで減少しており、漁獲強度は低く抑えられていると考えられ

る。 

根室海峡に面した羅臼町沖における刺し網漁業の CPUE（単位努力量あたり

の漁獲量）に基づく資源量指標値は、平成元年（1989 年）漁期の 10.8 トン/

隻日を最高に、その後急激に減少した。平成 28年（2016 年）漁期以降の資源

量指標値は低く、1.0トン/隻日前後で推移したが、令和 3 年（2021 年）漁期

に増加し、令和 5年（2023年）漁期は 1.7トン/隻日であった。また、羅臼町

沖では、昭和 61年（1986年）漁期以降、羅臼漁業協同組合によるスケトウダ

ラ産卵量調査が実施されている。産卵量の多寡を示す産卵量指数は平成 5 年

（1993年）漁期以降、低い水準が続いており、資源量指標値としている刺し網

漁業の CPUEと同様の傾向を示している。 
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今 後 の 方 針 我が国周辺水域のスケトウダラは、研究機関が実施した資源評価に基づい

て、海域ごとに TAC（漁獲可能量）が設定されている。また、北海道では漁業

許可条件や漁業権行使規則により、操業隻数や、漁具、漁期が制限されている。

さらに、羅臼地区のスケトウダラ漁業においては、産卵親魚保護のため、漁業

者による自主的な取り組みとして、刺し網の網目制限や，産卵期における漁期，

漁場の制限が実施されている。羅臼漁業協同組合では自主的な取り組みとし

て、スケトウダラ漁場において産卵量調査や海洋観測を実施している。今後も

これらの取り組みを継続し、持続的な水産資源利用による安定的な漁業の実現

を図っていく必要がある。 

また、知床周辺海域におけるスケトウダラ資源の保全のためには、北海道、

北方四島、サハリンにまたがって分布する資源を利用している日露両国間にお

いて、漁業情報などの共有や学術的観点からの交流を進めていくことも必要で

ある。 

 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

【スケトウダラの資源状態の把握と評価（根室海峡）】 

 

〇スケトウダラの漁獲の動向 

 漁獲量は平成元年（1989年）漁期の 11.1万トンを最高に急減して、平成 12年（2000年）に 1万トン

を下回った後、平成 23年（2011年）漁期まで緩やかに増加したが、平成 24年（2012年）漁期以降再び

減少し、令和元年（2019年）漁期には過去最低の 4,412トンを記録した。令和 2年（2020年）漁期から

増加に転じ、令和 3年（2021 年）漁期は大幅に増加して 8,243トン、令和 5年（2023年）漁期はさらに

増加して 11,365トンに達したが、令和 6年（2024年）漁期は 6,806トンに減少した。 

 

 

 

図 1 スケトウダラの根室海峡における漁獲量の推移 ※右側は 2000年以降を拡大したもの 

図出典：千葉 悟・境 磨・千村昌之・佐藤隆太・濱津友紀（2024）令和 6（2024）年度スケトウダラ

根室海峡の資源評価．我が国周辺水域の漁業資源評価．水産庁・水産研究・教育機構，東京，27pp, 

https://abchan.fra.go.jp/wpt/wp-content/uploads/2024/03/details_2023_10.pdf 

 

 

 



48 

 

 

図 2-1 スケトウダラの根室海峡における漁獲努力量の推移（刺網（専業船）） 

                         ※右側は点線部分を拡大したもの 

 

 

 

 

 

図 2-2 スケトウダラの根室海峡の漁獲努力量の推移（はえ縄と刺網（専業船以外のその他刺網）） 

図出典：千葉 悟・境 磨・千村昌之・佐藤隆太・濱津友紀（2024）令和 6（2024）年度スケトウダラ

根室海峡の資源評価．我が国周辺水域の漁業資源評価．水産庁・水産研究・教育機構，東京，27pp, 

https://abchan.fra.go.jp/wpt/wp-content/uploads/2024/03/details_2023_10.pdf 
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〇資源の水準と動向 

 スケトウダラ刺網の資源量指標値（CPUE）は、昭和 55年（1980年）代に 5.54～10.76トン/隻日と高

かったが、平成元年（1989年）漁期の 10.76トン/隻日を最高にその後急激に減少した。平成 3年～平

成 13年（1991～2001年）漁期は 1.15～3.11トン/隻日であった。スケトウダラ刺網にブロック操業が

本格的に導入された平成 14 年（2002年）漁期以降は、ブロック操業とそれ以外で区分されている。ブ

ロック操業の CPUEは、平成 14年～平成 18年（2002～2006年）漁期は 4.09～6.36トン/隻日で推移し

たが、その後減少し、平成 19 年～平成 27 年（2007～2015 年）漁期は 2.23～4.12 トン/隻日で増減を

繰り返した。平成 28年～令和 2年（2016～2020年）漁期は減少して 0.67～1.85 トン/隻日であったが、

令和 3年（2021年）漁期は 2.67トン/隻日に増加し、令和 4年（2022年）漁期は 3.79トン/隻日に達

したが、令和 5年（2023年）漁期には 1.56トン/隻日に減少した。ブロック操業以外の CPUEは、平成

14 年（2002 年）漁期以降、平成 26 年（2014 年）漁期までは 0.98～1.88 トン/隻日の範囲で比較的安

定していた。平成 27 年（2015 年）漁期に最高の 2.17 トン/隻日となったが、それ以降は 1.0 トン/隻

日付近を推移した。令和 3 年（2021 年）漁期は 2.05 トン/隻日に増加したが、令和 5 年（2023年）漁

期は 1.68トン/隻日に減少した。 

 本資源の漁獲シナリオでは、CPUEの昭和 56年～令和元年（1981～2019年）漁期の過去最低値（0.71

トン/隻日）が維持または回復させるべき目標とされている。 

 

 

図 3 根室海峡における刺網（専業船）の CPUEの推移 

図出典：千葉 悟・境 磨・千村昌之・佐藤隆太・濱津友紀（2024）令和６（2024）年度スケトウダラ

根室海峡の資源評価．我が国周辺水域の漁業資源評価．水産庁・水産研究・教育機構，東京，27pp, 

https://abchan.fra.go.jp/wpt/wp-content/uploads/2024/03/details_2023_10.pdf 

 

【スケトウダラ卵の分布量】 

 

図 4 根室海峡におけるスケトウダラ産卵量指数の経年変化 

（2014年度は機器トラブルにより調査回数が少ないため参考値） 

出典：羅臼漁業協同組合データ 


